
点検補助員による
産地点検を行いました。

点検補助員より、改善提案を行いました。
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実施日時 ／

点 検 先 ／
参 加 者 ／

2014年11月
13日（木）・14日（金）
宮城県JAみやぎ仙南
4名

13：45
15：00
17：00
18：00

伊丹空港発（JAL2207便）
仙台空港着
ホテル着
夕食

点検者の基本的な姿勢、態度を
身につけること。
『生協産直の農産物品質保証
システム』の概要を把握すること。
点検作業の重要性とリスクを
認識すること。
点検の基礎となる「適正農業規範」
の語句の意味を理解すること。
点検の実施方法、実施作業を
把握すること。
守秘義務を認識し徹底すること。
点検結果の活用方法を理解すること。

●

●

●

●

●

●

●

ＪＡみやぎ仙南は仙台市から南へ約40
㎞、蔵王山を背景に豊かな自然環境に
恵まれ、農薬に頼らない環境にやさし
い農業をすすめています。
中心商品である「特別栽培米　宮城ひ
とめぼれ」は粒が大きく粘りがあり、香
も光沢も良いのが特徴のお米です。

点検補助員は講習会で
以下のことを学びます

時 間 内 容

8：30
9：00

9：45
11：15
11：30
12：15
12：30
13：30
15：45
17：35
19：00

ホテル出発
JAみやぎ仙南到着
産地状況報告
書類点検
施設へ移動
施設点検
施設出発
昼食
グループまとめ・改善提案
仙台空港到着
新千歳空港発（JAL2210）
伊丹空港着・解散

時 間 内 容

①

②

③

ライスセンター入り口の施錠のためのチェーンがプラスチック
で簡単すぎる（車輌も進入できる）。
資材置き場とゴミ置き場が雑然としている（資材なのかゴミ
なのかわかりにくい）。
トイレに石けん・消毒液がない。

※ 宮城県JAみやぎ仙南、大槻課長・木村様より、上記3点ににつ
いて、早急に指導を行い改善する旨の報告をいただきました。 

農薬や化学肥料を
減らして私たちに安
心できる安全なお
米を届けるためにさ
れている努力を改め
て感じました。

お米がどのように作られ、
収穫されたお米がどのよ
うに私たちのところに届
くのか、その流れを教え
てもらいながら点検でき
たので勉強になりました。

特別栽培米として、厳しい条件の
もと、安心・安全にこだわり収穫ま
で、細やかな心配りで美味しいお
米作りに日々努力されているとい
うことが、今日、点検させていただ
いてよくわかりました。

産直産地レポート

宮城県JAみやぎ仙南

宮城県ＪＡみやぎ仙南
無洗米宮城県産
ひとめぼれ　5ｋｇ

編

宮城県JA
みやぎ仙南

●11月13日（木）

●11月14日（金）

1月8日(木)～9日(金)
茨城県冨田農園（みず菜）

3月5日(木)～6日(金)
長崎県対馬（原木栽培生しいたけ）
または福岡県JA嘉穂（嘉穂のトマト）

今後の『点検補助員』活動予定

※産地との調整もあり、日程は変更する
　場合があります。

やわらかい食感で冷めて
もおいしいのが特徴のお米です。人・自然・生き
物すべてが安心して暮らせる環境負荷の少ない
農業を目指し、農薬や化学肥料だけに頼らな
い、元気な土作りに取り組んでいます。

参加者
の感想
（抜粋）

お米予約登録受付中

シリーズ

第9回
―　農薬の基本のお話③ 農薬の最新事情　―　

1.農薬の急性毒性ランク別の生産割合推移

　「毒物及び劇物取締法」により、化学物資は毒性の強い
順に特定毒物、毒物、劇物がリスト化されています。本表
の「普通物」とは毒・劇物に該当しないものを指します。
　2013年9月時点の登録農薬4342件数の内、特定毒物
は9件・毒物は10件です。

2.農薬の使用に伴う死亡事故件数

農薬は間違って使うと危険なものです。法律に従った適
正使用が必要です。

＊出展「農薬概説 2014」
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　戦後、化学合成農薬が登場し、収穫量の増大や農作
業の効率化につながりました。しかし、これらの農薬
の中には、人に対する毒性が強く、農薬使用中に事故
が多発したもの、農作物に残留する性質が高いもの、
土壌への残留性が高いものなどがありました。有機水
銀剤やパラチオン、ＤＤＴ・ＢＨＣ、ＰＣＰなどです。
　このような問題となった農薬は1970年前後には販
売・使用禁止になり姿を消しました。

3.より毒性の低い農薬へシフト

（1）戦後、毒性が強く、残留性が高い農薬が問題
になりました。

　「沈黙の春」は、DDTを始めとする農薬などの化学
物質の危険性を鳥たちが鳴かなくなった春という出来
事を通し訴えた作品で、その後の農薬の登録審査基
準の厳格化や低毒性農薬の開発に大きな影響を与え
たと言われています。日本でも有吉佐和子著の小説
「複合汚染」が1974年から75年にかけて、朝日新聞に
連載され、生協などの消費者団体による抗議活動に
つながりました。

（2）1962年にアメリカで出版された「沈黙の春」
（Silent Spring）の農薬批判は有名です。

　農薬の再登録時に、急性毒性だけでなく、長期
の慢性毒性試験や環境生物への影響試験が求め
られるようになりました。
この改正を機に、より低毒性の農薬、選択性の高い
（害虫や病原菌などにだけ効き、人などには影響の
小さい）農薬、残留性の低い農薬へと、農薬の開発
はシフトしてきました。

（3）抗議活動の影響を受けて、
1971年に農薬取締法が大改正されました。

（4）生きた天敵を放す「天敵農薬」や微生物を
活用した「微生物農薬」など、生物農薬の
開発もすすんでいます。
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害虫アブラムシ類を捕食するヤマト
クサカゲロウ（幼虫）剤

「天敵農薬」の例：

バチルス ズブチリス菌（納豆菌の仲
間）を作物に定着させて、後から付着
する病原菌の生息場所をなくして、
発病を抑える。

「微生物農薬」の例：

タマネギに含まれる硫化アリル。人
間は硫化アリルの消化酵素を持って
おり、タマネギを食べても問題ない
が、硫化アリル分解酵素をもたない
犬や猫にとっては有害。

「 選 択 性」の例：

農薬とは関係ありませんが
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